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神鋼鋼線の
遮音壁落下防止装置

第2版

本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や機能を説明するものであり、規格として明記したもの
以外は保証を意味する物ではありません。
製品等改良のため、予告なしにその他を変更することがあります。

当社は販売製品の内、自社製造品を除く市販品に関しては、当社の故意又は重過失がある場合を除き、製品性
能等の責任を負わないものとします。

ご注意:



納入実績
“No.1”の
技術・ノウハウを

提供します。

道路軸方向に連続
する遮音壁支柱にワ
イヤロープを通し、
ワイヤロープの両
端を道路高欄に固
定することで、遮音
壁の支柱の落下を
防止します。

2.支柱落下防止索

●端末加工：エンドストッパー

φ6.3
φ8
φ9
φ6.3

φ8

φ9
φ10

S15C※

SUS304

SS400 ※1

SUS304
合成ゴム

―

A型 d=φ16.5/B型 d=φ15.0，ℓ1=37 以上
d=φ18,
d=φ18,
d=φ16.5,
A型 d=φ20,
B型 d=φ18,
d=φ20,
d=φ20,

ℓ1=60 以上
ℓ1=65 以上
ℓ1=45 以上
   ℓ1=50 以上
   ℓ1=60 以上
ℓ1=55 以上
ℓ1=60 以上

φ30,
φ30,

3.2厚 ※2

3.5厚／ 3.0厚
50×50, 3.0厚

※1：溶融亜鉛メッキ（350g/㎡以上）　※２：本表は標準寸法であり、これ以外の寸法でご検討いただく場合はご相談ください。

※ 亜鉛めっき品の被覆色は黒になります。

※ B種＝SUS304　※遮音壁設計要領　令和3年7月版以降は、「被覆無」を標準仕様とする。

※ ロープ径 φ6.3はＪＩＳ G 3525に倣い規定したメーカー規格による　

支柱の上部にワイヤ
ロープを通し、ワイ
ヤロープの両端を
固定することで、遮
音壁の支柱の回転
を防止します。

3.支柱回転防止索

1.遮音板落下防止索
特 長

仕 様

1.
2.
3.
4.

強 度
耐 候 性
施 工 性
余 長 収 納

端末金具の締結部はワイヤロープの規格破断荷重の100％以上を保証します。
ワイヤロープには、ナイロン12を被覆しており、耐候性・耐食性に優れています。
エンドストッパー式遮音板落下防止索は、現場での組み立て工数が少なく施工性に優れています。
4m余長に関してはカセット方式を開発し、現場での施工性をよくしています
（原則として亜鉛めっきワイヤロープに適用）。

●ワイヤロープ（亜鉛めっき品）：JIS G3525
構成・種別 ロープ径（mm） 規格破断荷重（kN） 被覆材料・厚さ（mm） 単位質量（kg/m） 備　考

6×19  G/O  G種
6×19  G/O  G種
6×19  G/O  G種

（φ6.3）
φ8
φ9

19.9
32.1
40.7

ナイロン12 黒・0.7
ナイロン12 黒・0.7
ナイロン12 黒・0.7

0.144
0.233
0.295

神鋼鋼線規格
JIS G3525
JIS G3525

品　名 ロープ径（mm） 材　質 寸　法（mm）

亜鉛めっき用
エンドストッパー

ステンレス用
エンドストッパー

ワッシャ

ゴムワッシャ

●構造用ステンレス鋼ワイヤロープ:JIS G3550
構成・種別 ロープ径（mm） 規格破断荷重（kN） 被覆材料・厚さ（mm） 単位質量（kg/m） 備　考

7×19 SS/O B種
7×19 SS/O B種
7×19 SS/O B種
7×19 SS/O B種

φ6.3
φ8
φ9
φ10

25.8
41.7
52.7
61.8

ナイロン12 透明・0.7 ／被覆無
ナイロン12 透明・0.7 ／被覆無
ナイロン12 透明・0.7 ／被覆無
ナイロン12 透明・0.7 ／被覆無

0.161
0.260
0.329
0.406

JIS G3550準拠
JIS G3550
JIS G3550
JIS G3550

遮音壁落下防止装置とは遮音壁落下防止装置とは
高速道路に設置された遮音壁が万一自動車事故などにより破損されたとき、
遮音壁が高架下の一般道路や鉄道または民家などに落下することによって
発生する2次災害を未然に防ぐために、ワイヤロープを使用して遮音壁が
落下しないように工夫された安全装置です。
この装置は1.遮音板落下防止索・2.支柱落下防止索・3.支柱回転防止索
の組み合せでできています。

１ヵ所の遮音壁支柱
に設置される全ての
遮音板をワイヤロー
プで支柱と連結し、
遮音板の落下を防
止します。

1.遮音板落下防止索

ワイヤ端は目立たぬ様に小さなRでパネル
背面のH鋼フランジ内に巻き込む。
最下段パネルは上段の孔だけにワイヤを通す。

※1

※2

断面図 側面図

Sタイプ
※1

断面図 側面図

Uタイプ
※1

※2

遮音板落下防止索

遮音壁設計要領
令和３年7月版による支柱落下防止索

支柱回転防止索設置例

0201

ワイヤロープゴムワッシャワッシャ

L±400

ワイヤロープ

L±400

L=ご指定の長さ

Sタイプ
被覆

ｄｄ

ℓ１ℓ１

Uタイプ
被覆

ｄｄ

ℓ１ℓ１

エンドストッパー

エンドストッパー



●端末加工：シンコーエンドクランプ

●部材名称および組み合わせ

※1：ワッシャにはナイロンコーティング（黒色）が施されています。（ステンレスのみ）
※2：接続ネジ棒には右ネジ、左ネジがあります。
※3：材質がステンレス以外の部材は、溶融亜鉛めっき仕上げです。
※４：１種ナットはS45C等、ワッシャはSPHC等。（既製品のため材質が異なる場合があります）
従来のプレス式も取り扱っています（材質は一部上記と異なります）。

2.支柱落下防止索
特 長

仕 様

1.
2.

強 度
耐 候 性

端末金具の締結部はワイヤロープの規格破断荷重の100％以上を保証します。
ワイヤロープには、ナイロン12を被覆しており、耐候性・耐食性に優れています。

●ワイヤロープ（亜鉛めっき品）：JIS G3525／構造用ワイヤロープ（亜鉛めっき品）：JIS G3549
構成・種別 ロープ径（mm） 規格破断荷重（kN） 被覆材料・厚さ（mm） 単位質量（kg/m） 備　考

7×19  G/O  ST1470
7×19  G/O  ST1470
7×19  G/O  ST1470

φ18
φ22.4
φ28

201
312
487

ナイロン12 黒・1.0
ナイロン12 黒・1.5
ナイロン12 黒・1.5

1.28
1.98
3.10

JIS G3549
JIS G3549
JIS G3549

●構造用ステンレス鋼ワイヤロープ：JIS G3550
構成・種別 ロープ径（mm） 規格破断荷重（kN） 被覆材料・厚さ（mm） 単位質量（kg/m） 備　考

7×19 SS/O B種
7×19 SS/O B種
7×19 SS/O B種

φ18
φ22.4
φ28

189
276
432

ナイロン12 透明・1.0 ／被覆無
ナイロン12 透明・1.5 ／被覆無
ナイロン12 透明・1.5 ／被覆無

1.32
2.04
3.18

JIS G3550
JIS G3550準拠
JIS G3550準拠

部　材

ロープ径

材　質※3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 標準型スリーブの
長さ(mm)1種ナット

および
ワッシャ※1

標準型
スリーブ

標準型
スリーブ標準ネジ棒

被覆後
標準仕上り径

(mm)

接続
ネジ棒※2 カップラー

ℓ1 ℓ2

φ18
φ22.4
φ28

M24
M30
M36

S45C他※4

SUS304

φ18用
φ22.4用
φ28用
S35C
SUS304

φ18用
φ22.4用
φ28用
S35C
SUS304

φ18用
φ22.4用
φ28用
S45C

M24
M30
M36
S55C

SUS304N2

（220）
（275）
（335）

―
―

175
200
270
―
―

M24
M30
M36
S55C

SUS304N2

20
25.4
31
―
― SUS304N2

●部材名称および組み合わせ

※1：ワッシャには、ナイロンコーティング（黒色）が施されています。　※2：接続型スリーブには右ネジ、左ネジがあります。
※3：余長収納金具は、3タイプ（S・M・L）があります。可動範囲Lm(mm)；Sタイプ：0 ～ 400、Mタイプ：0 ～ 600、Lタイプ：0 ～ 800

部　材

ロープ径

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 標準型スリーブの
長さ(mm)編み止めナット、

1種ナットおよび
ワッシャ※1

標準型
スリーブ

余長
収納金具※3

接続型
スリーブ※2 カップラー エンド

ストッパー ℓ1 ℓ2

φ8
材質

M18
SUS304

φ8用
SUS304

φ8用
SUS304

φ8用
SUS304

（95） 110φ8用
SUS304

φ8用
SUS304N2

●端末加工：シンコーエンドクランプ

3.支柱回転防止索
特 長

仕 様

1.
2.

強 度
耐 候 性

端末金具の締結部はワイヤロープの規格破断荷重の100％以上を保証します。
ワイヤロープには、ナイロン12を被覆しており、耐候性・耐食性に優れています。

●ワイヤロープ（亜鉛めっき品）：JIS G3525
構成・種別 ロープ径（mm） 規格破断荷重（kN） 被覆材料・厚さ（mm） 単位質量（kg/m） 備　考

6×19  G/O  G種 φ12 72.3 ナイロン12 黒・1.0 0.524 JIS G3525

●構造用ステンレス鋼ワイヤロープ:JIS G3550
構成・種別 ロープ径（mm） 規格破断荷重（kN） 被覆材料・厚さ（mm） 単位質量（kg/m） 備　考

7×19 SS/O B種
7×19 SS/O B種

φ11.2
φ 8

77.5
41.7

ナイロン12 透明・1.0 ／被覆無
被覆無

0.594
0.260

JIS G3550
JIS G3550

※ B種＝SUS304　※遮音壁設計要領　令和3年7月版以降は、「被覆無」を標準仕様とする。
※ B種＝SUS304　※遮音壁設計要領　令和3年7月版以降は、「被覆無」を標準仕様とする。

4.余長収納金具（脱落防止コイル）
仕 様

φ2.6 ／ 3.2（スパイラル）

●余長収納金具
構成・種別 形状 材質

余長収納金具 ポリエチレン樹脂被覆亜鉛めっき鉄線

①

⑤ ①②③

③ ④ ③

⑥

ℓ1ℓ2

可動範囲ℓm(余長収納範囲)

余長収納装置部 端部

端部 接続部
②

遮音板落下防止装置

遮音板

2000

①余長収納金具 ①余長収納金具

2000

300

内
径
＝
40

0403

④

標準型 接続型+カップラー＋接続型

標準型

ℓ２ ℓ１

③ ① ② ④

③①②④

⑦ ⑤



落下防止索の基本的な考え方

遮音板落下防止索

支柱落下防止索

支柱回転防止索

落下防止索の設計

（1）ワイヤロープに作用する力は以下のとおりとする。
 ○遮音板落下防止索：遮音板が支柱から外れた後の、遮音板の落下による衝撃荷重。
 ○支柱落下防止索：支柱のアンカーボルトが高欄から外れた後の、支柱・遮音板の落下による衝撃荷重。
 ○支柱回転防止索：支柱下部を回転軸として、支柱が回転することにより生じる衝撃荷重。

（2）ワイヤロープには自動車などの衝突による衝撃荷重が作用しないように、余長を設ける。
 支柱回転防止索は、支柱・遮音板の落下の際に衝撃荷重がかからないように余長を設定する。

（3）落下距離は、一般道路などの建築限界を侵さないものとする。
（4）落下重量による落下エネルギーを、索の歪みエネルギーにより吸収するものとして行う。

L ：ロープ長(mm)
：ロープ余長(mm)
：ロープ弾性係数(kN/mm2)
：ロープ断面積(mm2)
：ロープ初期ひずみ
：ロープ張力(kN)
：ロープ破断荷重(kN)
：荷重による伸び量(mm)

ℓ0

E
A
ɛ0

P
BS
ΔL

●ロープ張力の算出
　ロープに生じる張力を⑤式により算出し、⑥式にて判定を行う。
　落下重量W：遮音板パネルを左右の支柱に設置された索で支持するものとして、W＝Wo/2とする。

●ロープ張力および落下距離の算出
　ロープに生じる張力を④式、落下距離を⑥式により算出し、それぞれを⑦式、⑧式にて判定を行う。

ɛ0

s ：落下距離(mm)
：荷重による伸び量(mm)
：安全率
：衝撃力(kN)
：落下荷重(kN)
：余長を考慮した架設全長(mm) =L+L0

：落下防止索設置延長（定着板間）(mm)
：ロープ余長(mm)
：支柱間隔(mm)
：ロープ初期ひずみ
：ロープ破断荷重(kN)
：ロープ断面積(mm2)
：ロープ弾性係数(kN/mm2)

ΔL
F
P
W
LR

L
L0

a

BS
A
E

ロープに生じる張力を⑤式、落下距離を⑥式により算出し、それぞれを⑦式にて判定を行う。

0605

●ロープ張力および落下距離の算出
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